
眼科 

大鳥安正 

大阪の中心に位置していることからも、近畿圏における主要な基幹病院として病診連携・病病連

携の重要性を認識し、紹介元と緊密に連絡を取るようにしており、特に緑内障・網膜硝子体疾患に

おいては多くの難治性疾患を受け入れ、最終病院として機能しています。各医員は白内障以外に専

門分野を標榜しており、情報収集も怠らず、最新で質の高い医療を提供することを心がけています。

また、当科は平成 22年度より日本眼科学会の定める眼科研修プログラム施行施設（基幹研修施設）

に承認されており、厚生労働省の政策医療感覚器ネットワーク機関としても全国の他施設共同研究

に参加しています。 

平成 21年 4月から 22 年 3月の眼科における総手術件数は総計 1658件でした。 

白内障：白内障手術件数は最も多く、平成 22年の白内障手術件数は 1067件でした。入院には片眼

6日間、両眼 7~10日間の通常入院のほか、1泊 2日入院も選択可能です。白内障手術の待ち期間は

平均 1か月程度です。緑内障：原発開放隅角緑内障では、薬物療法が第一選択ですが、薬物療法に

反応しない場合には外科的治療（線維柱帯切除術が主流、発達緑内障やステロイド緑内障には線維

柱帯切開術を選択、平成 22 年の緑内障手術件数 150 件）を行っています。また、難治な血管新生

緑内障に対しても積極的に線維柱帯切除術を行っています。隅角検査のみならず超音波生体顕微鏡

や生体計測を行うことで、閉塞隅角緑内障の診断・治療を厳密に行っています。網膜・硝子体手術：

増殖糖尿病網膜症、増殖硝子体網膜症、網膜剥離、黄斑部手術などを中心に積極的に行っています。

平成 22年には 333件の硝子体手術と 55件の網膜復位術が行われ、網膜剥離症例では症例に応じて

初診当日入院・当日手術も行っています。硝子体手術は 23 ゲージシステムによる低侵襲硝子体手

術を実施し、良好な成績を得ています。手術加療だけでなく、外来での網膜光凝固治療や血管新生

阻害薬であるアバスチンや副腎皮質ステロイドであるケナコルト等の眼局所投与による治療も積

極的に行っています。眼形成・腫瘍＝眼瞼下垂や内反症といった疾患に対しては、年間約 53 件の

眼形成手術を行っています。眼部悪性腫瘍は当院の形成外科と連携しております。HIV/AIDS：当

院は HIV/AIDS 先端医療開発センターであるため、免疫・感染症内科との連携によりサイトメガロ

ウイルス網膜炎などの AIDS眼合併症の治療を多数行っています。角膜：角膜疾患としては、ドラ

イアイの症例が多く集まり、症状に応じて涙点プラグ挿入、涙点閉鎖を行います。重症例には薬剤

部の協力を得て、自己血清点眼薬を自家調整し処方することで良好な成績を得ています。また、他

の医療機関で難治性となった薬剤耐性菌感染症やアカントアメーバー角膜炎等の角膜感染症の治

療に関しても薬剤部の協力を得て、自家調整点眼薬を処方することで良好な成績を得ています。 
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